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長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
　
中
島
広
足
関
連
書
目
解
題
（
一
）

吉
良
史
明

序

　
近
年
、
近
世
後
期
か
ら
末
期
の
熊
本
、
長
崎
、
大
阪
を
舞
台
と
し
て
活
躍
し
た

　
　
　
　
な
か
し
ま
ひ
ろ
た
り

国
学
者
、
中
島
広
足
（
寛
政
四
年
〈
一
七
九
二
〉
生
－
文
久
四
年
〈
一
八
六
四
〉

没
）
の
基
礎
的
研
究
に
は
、
著
し
い
進
展
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
中
島
家
ゆ
か

り
の
村
川
家
に
伝
わ
る
資
料
は
、
熊
本
県
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科
の
諸
氏
の

手
で
悉
皆
調
査
さ
れ
、
川
平
敏
文
・
鈴
木
元
・
徳
岡
涼
・
山
崎
健
司
・
米
谷
隆
史

編
『
村
川
家
蔵
中
島
広
足
資
料
目
録
』
（
熊
本
県
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科
、

平
成
十
六
年
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
現
在
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
彌

富
濱
雄
旧
蔵
資
料
は
、
上
田
由
紀
美
編
「
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
　
弥
富
破
摩
雄

旧
蔵
書
目
録
－
中
島
広
足
自
筆
本
・
手
沢
本
類
の
宝
庫
1
」
（
『
参
考
書
誌
研
究
』

第
六
四
号
、
平
成
十
八
年
三
月
）
に
報
告
さ
れ
、
広
足
研
究
で
著
名
な
彌
重
氏
旧

蔵
の
広
足
関
連
資
料
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
上
野
洋
三
・
若
木

太
一
・
井
上
敏
幸
の
三
氏
領
導
の
も
と
鎮
西
大
社
諏
訪
神
社
所
蔵
の
広
足
自
筆
稿

本
、
旧
蔵
書
の
類
が
悉
皆
調
査
さ
れ
、
若
木
太
一
・
上
野
洋
三
・
鈴
木
淳
編
『
諏

訪
文
庫
中
島
廣
翠
雲
筆
稿
本
展
目
録
』
（
諏
訪
神
社
・
諏
訪
の
杜
文
学
館
、
平
成

十
四
年
）
と
し
て
結
実
し
た
。

　
そ
も
そ
も
広
足
は
、
前
掲
「
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
　
弥
富
破
摩
雄
旧
蔵
書
目

録
－
中
島
広
足
自
筆
本
・
手
沢
本
類
の
宝
庫
1
」
に

天
保
以
降
の
類
題
和
歌
集
で
常
に
歌
数
の
高
位
を
占
め
る
な
ど
、
当
時
に
あ

っ
て
は
代
表
的
な
歌
人
・
国
学
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
長
崎
、

熊
本
の
国
学
・
和
歌
の
発
展
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
く
、
江
戸
後
期
か
ら

幕
末
に
か
け
て
の
国
学
の
全
国
的
な
広
が
り
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
存

在
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
加
納
諸
平
編
『
類
題
鰻
磁
土
』
を
始
め
と
し
て
天
保
期

以
降
の
類
題
和
歌
集
に
数
多
く
の
詠
歌
が
入
冒
し
た
歌
人
で
あ
る
。
そ
の
歌
人
と

し
て
の
名
声
は
、
広
足
『
荘
園
文
集
』
（
天
保
十
年
刊
二
巻
二
冊
）
一
集
末
附
載

の
橘
守
部
書
簡
に

さ
て
く
、
橿
園
大
人
、
学
と
い
ひ
、
御
風
流
と
申
し
、
不
堪
欽
慕
候
。
殊

更
御
歌
之
御
手
際
御
秀
絶
、
当
今
、
江
戸
に
は
ヶ
斗
之
人
、
壱
人
も
無
御
坐

㌦
2

イ

と
評
さ
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
近
世
後
期
歌
壇
史
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
上
で
注
目
さ
れ
る
人
物
と
い
え
、
叙
上
の
自
筆
稿
本
、
な
ら
び
に
手
沢
本

の
微
細
な
書
入
れ
を
辿
る
こ
と
か
ら
、
今
後
さ
ら
な
る
研
究
の
な
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
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淵岳押磯＃颯
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ま　お

鍵
毎

響饗轡嬬ボ高州

　
　
　
　
　
　
中
島
広
足
写
真
（
浦
勘
太
郎
編
『
長
崎
県
史
料
』
〈
明
冶
四
五
年
〉
よ
り
転
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
一
方
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
の
広
足
関
係
資
料
は
、
若
木
太
一
・
大
庭
卓

也
編
『
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
蔵
　
善
本
・
稀
書
展
解
説
』
（
長
崎
大
学
環
境
科

学
部
研
究
科
・
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
、
平
成
十
四
年
）
に
広
足
自
筆
稿
本
の
類

か
一
部
紹
介
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
全
貌
は
い
ま
た
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

同
館
所
蔵
の
広
足
関
連
資
料
は
点
数
こ
そ
僅
か
で
は
あ
る
か
、
広
足
自
筆
稿
本
、

も
と
お
り
お
お
ひ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
カ
ふ
み

本
居
大
平
添
削
本
、
広
足
の
知
友
て
あ
る
青
木
扇
島
筆
写
本
、
広
足
書
入
れ
本
等

か
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
広
足
研
究
、
ひ
い
て
は
近
世
後
期
国
学
研
究
の
好
資
料
と

い
え
る
。
そ
こ
て
本
稿
は
、
同
館
所
蔵
の
広
足
関
連
資
料
を
調
査
し
、
こ
こ
に
紹

介
す
る
も
の
て
あ
る
。

凡
例

　
本
解
題
は
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
の
中
島
広
足
関
連
書
目
の
解
題
て

あ
り
、
写
本
の
み
を
記
載
し
た
。
な
お
、
板
本
に
関
し
て
は
稿
を
改
め
て
紹
介

す
る
。

　
同
館
附
載
の
整
理
番
号
に
し
た
が
っ
て
列
挙
し
た
。

　
記
載
は
、
書
名
、
整
理
番
号
、
書
写
年
時
、
雛
型
、
巻
冊
数
、
丁
数
、
装
丁
、

奥
書
、
識
語
の
九
項
目
を
基
礎
晴
報
と
し
て
、
必
要
に
応
し
て
若
干
の
晴
報
を

記
し
た
。
な
お
、
広
足
自
筆
と
判
断
さ
れ
る
も
の
は
、
そ
の
旨
を
記
し
た
。

　
書
名
は
原
則
と
し
て
外
題
を
採
っ
た
。
外
題
か
欠
落
、
も
し
く
は
近
現
代
に

補
わ
れ
た
も
の
に
関
し
て
は
、
内
題
等
に
よ
っ
た
。
書
名
か
な
い
も
の
、
ま
た

近
現
代
に
補
わ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
当
と
判
断
す
る
名
を
〔
〕
内
に

記
し
た
。

　
巻
冊
数
は
、
一
巻
一
冊
の
も
の
、
あ
る
い
は
不
単
巻
の
も
の
は
冊
数
の
み
を

記
し
た
。

　
書
写
年
時
に
関
し
て
、
奥
書
・
識
語
の
類
か
な
い
場
合
は
私
に
大
ま
か
な
書

写
年
時
を
記
し
た
。
そ
の
際
の
判
断
基
準
は
、
近
世
初
期
（
慶
長
～
寛
永
）
、

近
世
前
期
（
正
保
～
元
禄
）
、
近
世
中
期
（
宝
永
～
天
明
）
、
近
世
後
期
（
寛
政

～
天
保
）
、
近
世
末
期
（
弘
化
～
慶
応
）
、
明
電
算
、
の
こ
と
く
て
あ
る
。

　
蔵
書
印
は
、
広
足
お
よ
ひ
門
人
の
も
の
の
み
を
採
録
し
た
。
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唐
人
船
梅
ケ
崎
修
理
場
碇
泊
図
　
三
－
六
一
－
二

　
掛
雛
一
軸
。
紙
本
淡
彩
。
広
足
筆
。
本
紙
縦
三
六
・
五
×
横
五
〇
・
五
糎
。
表

紙
に
「
唐
人
船
梅
ヶ
崎
修
理
場
碇
泊
図
　
中
島
広
足
」
と
打
付
け
書
。
落
款
、
右

下
隅
に
「
懇
懇
（
印
）
」
。
印
は
コ
畳
園
」
（
朱
文
楕
円
印
縦
一
・
六
×
横
○
・
八

糎
）
か
。
「
蛭
麿
」
コ
量
園
」
と
も
に
広
足
の
号
。
上
方
に
「
か
ら
船
の
は
こ
ぶ
た

か
ら
の
た
ま
の
浦
の
さ
か
え
を
千
世
と
よ
ぶ
千
鳥
か
な
」
の
賛
。
絵
は
、
右
に
唐

船
、
左
に
千
鳥
を
配
す
。
近
世
末
期
成
立
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
中
島
広
足
の
項
（
中
西
啓
執
筆
）
に
「
村
田
春
海

と
併
称
さ
れ
て
い
る
が
、
画
を
も
よ
く
し
、
雅
致
の
あ
る
作
風
で
あ
っ
た
」
と
指

摘
さ
れ
る
ご
と
く
、
広
足
は
画
人
と
し
て
も
名
を
馳
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
長

崎
南
画
三
筆
の
一
人
と
称
さ
れ
た
木
下
鱗
雲
と
も
親
交
が
あ
る
。

晦
、

．
㌣
癩
鐵
・

　
　
篶
多
～
勢

　
　
ゑ
覗
㌢
多

轟
、
6
み
縮
戸

二
轟
躍
’

磯
・
芝
渤
毒

　
　
誘
藩
鍵
ン
遷

　
　
　
嶋
妻
…
ξ
秀
ち

2
尋
善

　
　
　
，
タ
～
転

嗣

糠。

噛野囎贈噸＝胆叩’醇　
触

鼎、

噸臥

，／灘舞．
冗　識1凸射

　　憂
　　　’！ゴ　　，＾’韻

＼’蓼㌃灘、

，“i帖孝』，　5

，遍∵：響鐸，

響
抽！’

写

．
矧
、

開く
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観
蓮
記
　
一
難
ー
四
七

　
広
足
自
筆
本
。
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
成
立
。
巻
子
本
（
縦
二
九
・
九
×
横

六
六
九
・
九
糎
）
一
軸
。
題
籏
に
「
観
蓮
記
」
と
墨
書
。
冒
頭
に
同
じ
く
「
観
総

記
」
と
墨
書
。
見
返
し
（
縦
二
九
・
九
×
横
二
六
・
四
糎
）
は
鼠
色
に
銀
砂
子
が

配
さ
れ
る
。
料
紙
は
金
砂
子
散
ら
し
。
奥
書
は
「
天
保
八
年
六
月
　
中
島
広
足
し

る
す
」
。

　
本
書
は
、
巻
頭
に

六
月
十
九
日
の
夜
、
浦
上
が
た
の
月
を
め
で
、
つ
と
め
て
、
蓮
の
花
見
む
と

人
々
ち
ぎ
り
お
き
つ
れ
ば
、
た
そ
が
れ
時
よ
り
、
永
章
と
㌻
も
に
興
善
の
も

と
に
物
し
つ
。
ほ
ど
も
な
く
、
長
春
・
総
懸
・
敦
化
来
り
て
、
い
ぬ
の
時
過

る
ほ
ど
、
し
ほ
も
み
ち
ぬ
と
い
ふ
に
、
ま
う
け
の
舟
に
の
り
て
漕
い
つ
。

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
天
保
八
年
六
月
十
九
日
夜
、
浦
上
へ
月
、
な
ら
び
に
蓮
見

に
出
か
け
た
折
の
も
の
。
中
島
広
足
・
青
木
懸
章
・
高
野
興
善
・
島
谷
長
春
・
小

田
充
興
・
道
幸
敦
化
の
六
人
に
道
す
が
ら
島
谷
春
弘
・
田
総
総
の
二
人
を
加
え
、

八
人
で
遊
行
へ
赴
い
た
。
い
ず
れ
も
長
崎
に
お
け
る
広
足
の
知
友
か
。
広
足
、
近

藤
光
輔
と
と
も
に
崎
陽
国
学
の
三
雄
と
称
さ
れ
た
青
木
懸
章
の
ほ
か
は
伝
未
詳
。

計
六
一
首
の
和
歌
が
記
載
さ
れ
る
。

　
本
書
は
『
叢
書
総
目
録
』
に
本
館
所
蔵
の
一
本
の
み
が
記
載
さ
れ
る
総
総
本
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

あ
る
が
、
戦
前
刊
行
の
彌
難
破
摩
雄
・
横
山
重
校
訂
『
中
島
纏
足
全
集
』
に
翻
刻

が
備
わ
る
。
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〔
平
春
海
歌
論
消
息
〕

一
ニ
ー
五
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
ざ
ね

　
村
田
春
海
著
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
西
田
秋
実
写
。
大
本
（
縦
二
六
・
三

×
横
一
八
・
六
糎
）
二
巻
二
冊
。
墨
付
五
三
丁
。
表
紙
は
後
補
の
山
吹
色
厚
紙
。

下
巻
表
紙
中
央
に
「
平
春
海
歌
論
消
息
／
平
春
海
　
寛
政
十
一
年
／
西
田
秋
実
写

本
」
と
マ
ジ
ッ
ク
書
。
下
巻
初
丁
表
に
「
大
平
が
か
へ
り
ご
と
に
又
こ
た
へ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
も
す
え
た
か

書
」
と
あ
り
。
装
丁
は
袋
綴
。
上
巻
末
に
賀
茂
季
鷹
の
識
語
、
な
ら
び
に
「
文
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年
閏
四
月
廿
五
日
写
干
京
師
旅
寓
　
中
島
藩
臣
」
の
本
奥
書
。
下
巻
末
に
「
嘉

永
五
年
子
十
一
月
欝
欝
日
以
中
島
欝
欝
い
そ
ぎ
う
つ
し
ぬ
／
西
田
秋
実
」
の
書
写

　
　
　
　

奥
書
。
西
田
秋
実
は
広
足
門
人
で
、
数
多
く
の
広
足
蔵
書
を
筆
写
し
た
人
物
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
そ
う
ら
の
た
ま

　
本
書
は
、
本
居
大
平
編
『
八
十
浦
之
玉
』
（
文
政
五
年
成
立
三
巻
六
冊
）
の
編

纂
に
際
し
て
、
大
平
が
江
戸
派
の
村
田
春
海
に
協
力
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
期
せ
ず

し
て
書
信
上
の
論
争
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
江
戸
派
と
織
屋
社
中
が
歌
論
議
対

立
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

　
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
閏
四
月
、
江
戸
派
の
流
れ
を
汲
む
広
足
は
、
大
平
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ど
ち
た
て

面
会
す
べ
く
鈴
門
の
城
戸
千
楯
の
も
と
を
訪
れ
た
。
そ
の
折
に
筆
写
し
た
も
の
が

本
書
の
親
本
で
あ
り
、
翌
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
正
月
、
広
足
は
同
書
に
倣
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
、
本
居
宣
長
の
歌
論
を
批
判
し
た
『
後
の
歌
が
た
り
』
を
著
し
た
。
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二
十
七
番
歌
合
　
　
一
壷
ー
六
七

　
広
足
判
。
近
世
後
期
成
立
。
大
本
（
縦
二
七
・
二
×
横
一
九
・
並
立
）
一
冊
。

墨
付
二
八
丁
。
表
紙
は
白
血
の
白
色
厚
紙
。
表
紙
左
肩
題
籏
に
「
二
十
七
番
歌
合

　
判
者
中
島
広
足
翁
」
と
墨
書
。
元
表
紙
中
央
に
「
二
十
七
番
歌
合
」
と
墨
書
。

装
丁
は
袋
綴
。
長
崎
ゆ
か
り
の
歌
人
の
歌
合
二
十
七
番
に
対
し
て
、
広
足
が
一
対

ご
と
に
判
詞
を
加
え
た
も
の
。
懸
詞
は
広
足
自
筆
。

　
歌
人
は
、
左
、
望
古
・
常
城
・
広
端
・
重
道
・
元
修
・
佳
秀
・
欝
欝
・
久
世
・

信
敏
、
右
、
元
興
・
秋
郷
・
恒
徳
・
貞
雄
・
長
成
・
敦
化
・
欝
欝
・
総
総
・
一
清

の
計
十
八
人
で
あ
り
、
広
足
門
人
が
一
堂
に
会
し
た
歌
合
と
い
え
る
。
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東
路
紀
行
　
一
声
ー
七
〇

　
広
足
著
、
青
木
永
章
筆
。
近
世
後
期
写
。
大
本
（
縦
二
五
・
六
×
横
一
九
・
二

糎
）
二
巻
一
冊
。
墨
付
四
一
丁
。
表
紙
は
後
補
の
白
茶
色
布
目
紋
様
。
表
紙
左
肩

題
籏
に
「
東
路
紀
行
　
中
島
広
足
著
／
青
木
永
章
書
」
と
墨
書
。
冒
頭
に
「
東
路

紀
行
」
と
朱
書
。
奥
書
は
「
天
保
二
年
四
月
中
島
広
足
」
。
装
丁
は
袋
綴
。
初
丁

表
に
「
坂
本
／
蔵
書
」
（
朱
文
長
方
印
縦
三
・
七
×
横
二
・
六
糎
）
、
「
青
木
／
文

庫
」
（
朱
文
方
印
縦
三
・
六
×
横
三
・
六
糎
）
の
印
。
本
文
同
筆
の
朱
書
入
れ
が

施
さ
れ
て
い
る
。

　
初
丁
表
に

文
政
十
ま
り
三
と
せ
と
い
ふ
と
し
の
九
月
廿
五
日
、
に
は
か
に
大
江
戸
に
ゆ

く
べ
き
事
あ
り
て
、
あ
か
つ
き
ふ
か
く
白
川
の
い
ほ
り
を
出
。
あ
そ
の
嶺
、

は
る
か
に
月
さ
し
の
ぼ
り
て
、
川
な
み
に
ほ
の
め
く
け
し
き
、
ま
た
い
っ
か

は
か
へ
り
き
て
見
る
べ
き
と
お
も
ふ
に
、
を
さ
な
子
の
し
た
ひ
が
ほ
な
る
も

い
と
む
ね
い
た
し
。

　
故
郷
を
ひ
と
り
だ
ち
出
る
あ
り
あ
け
の
月
の
光
の
こ
こ
ろ
ぼ
そ
し
や

と
そ
い
は
れ
け
る
。
師
の
や
ま
ひ
を
い
か
な
ら
む
と
の
み
、
お
も
ひ
や
り
て

　
わ
が
旅
の
ゆ
く
へ
を
お
き
て
ま
さ
き
く
と
い
の
る
心
は
神
ぞ
し
る
ら
ん

足
で
あ
る
が
、
出
立
に
際
し
て
い
つ
ま
た
熊
本
の
地
を
踏
む
こ
と
が
で
き
る
か
と

心
細
い
胸
の
内
を
吐
露
し
て
い
る
。

　
な
お
、
広
足
は
千
古
の
学
統
の
養
子
で
あ
っ
た
が
、
辞
し
て
長
崎
に
赴
き
諏
訪

神
社
の
歌
会
を
主
催
す
る
に
至
っ
た
こ
と
が
『
国
書
人
名
辞
典
』
（
岩
波
書
店
、

平
成
八
年
）
に
指
摘
さ
れ
る
。

筑
紫
紀
行
　
一
嘗
ー
七
一

　
広
足
著
、
青
木
永
章
筆
。
近
世
後
期
写
。
大
本
（
縦
二
五
・
八
×
横
一
九
・
一

糎
）
一
冊
。
後
掲
『
金
海
山
詣
記
』
と
の
合
写
本
。
墨
付
二
十
丁
。
表
紙
は
後
補

の
白
茶
色
布
目
紋
様
。
表
紙
左
肩
題
簸
に
「
筑
紫
紀
行
　
金
海
山
詣
記
　
中
島
広

足
著
／
青
木
永
窺
書
」
と
墨
書
。
冒
頭
に
「
筑
紫
紀
行
」
と
朱
書
。
奥
書
は
「
文

政
十
三
年
　
中
島
広
足
」
と
墨
書
。
装
丁
は
袋
綴
。
本
文
同
筆
の
朱
書
入
れ
が
随

所
に
見
ら
れ
る
。
図
五
面
あ
り
。

　
本
書
は
、
門
人
の
木
谷
忠
英
、
藤
村
光
鎮
を
伴
い
、
熊
本
か
ら
太
宰
府
天
満
宮

に
参
詣
し
た
時
の
紀
行
で
あ
る
。
筑
紫
君
磐
井
の
墓
を
始
め
と
し
て
、
北
部
九
州

に
残
る
旧
跡
の
数
々
を
歴
訪
し
、
和
学
者
広
足
ら
し
く
考
察
を
巡
ら
す
。

金
海
山
詣
記
　
一
世
ー
七
一

一62一

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
上
巻
は
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
九
月
に
故
郷
熊
本
を

発
ち
、
江
戸
へ
上
る
折
の
旅
の
紀
行
。
下
巻
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
三
月
に

江
戸
を
出
発
し
、
同
年
四
月
に
熊
本
へ
帰
り
着
く
ま
で
の
も
の
。

　
　
　
ひ
と
つ
や
な
ぎ
ち
ふ
る

　
師
、
一
柳
千
古
（
橘
千
蔭
門
人
）
を
見
舞
う
べ
く
江
戸
に
上
る
決
心
を
し
た
広

　
広
足
著
、
青
木
永
章
筆
。
近
世
後
期
写
。
前
掲
『
筑
紫
紀
行
』
と
の
合
写
本
。

墨
付
九
丁
。
冒
頭
に
「
金
海
山
詣
記
」
と
朱
書
。
奥
書
な
し
。
装
丁
は
袋
綴
。
本

書
は
、
西
の
高
野
山
と
言
わ
れ
る
金
海
山
大
恩
教
寺
釈
迦
院
に
参
詣
し
た
折
の
紀

行
で
あ
る
。



参
拾
番
歌
合
　
一
ニ
ー
八
一

〔
広
足
歌
稿
〕

一
ニ
ー
九
一
－
一

　
広
足
判
。
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
成
立
。
大
本
（
縦
二
七
・
四
×
横
一
九
・

八
糎
）
一
冊
。
墨
付
三
二
丁
。
表
紙
は
後
干
の
白
色
厚
紙
。
表
紙
中
央
に
「
参
拾

番
歌
合
　
中
嶋
広
足
翁
判
」
と
直
に
墨
書
。
元
表
紙
中
央
に
「
参
拾
番
歌
合
　
中

嶋
広
足
世
尊
」
と
打
付
け
書
。
背
に
「
三
十
番
歌
合
」
と
マ
ジ
ッ
ク
書
。
装
丁
は

袋
綴
。
末
葉
三
二
丁
重
に
「
嘉
永
四
年
夏
」
の
日
付
、
勝
敗
、
歌
人
名
が
記
載
さ

れ
る
。

　
名
を
列
ね
た
坂
本
秋
郷
・
中
島
広
行
・
森
田
速
雄
・
島
重
道
・
遵
奉
恒
徳
・
高

田
無
帽
は
、
い
ず
れ
も
広
足
門
人
で
あ
り
、
青
木
本
章
・
近
藤
光
輔
没
後
の
長
崎

歌
壇
の
一
翼
を
担
っ
た
人
物
で
あ
る
。
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広
足
自
筆
歌
稿
。
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
頃
成
立
か
。
大
本
（
縦
二
七
・

三
×
横
二
一
・
二
糎
）
一
冊
。
墨
付
十
五
丁
。
表
紙
は
後
言
の
白
色
厚
紙
。
表
紙

左
肩
に
「
広
足
歌
稿
」
と
直
に
墨
書
。
装
丁
は
袋
綴
。
十
五
丁
裏
に
本
居
大
平
の

手
に
な
る
附
箋
一
枚
あ
り
。
朱
・
墨
の
書
入
れ
が
見
ら
れ
る
。
朱
筆
は
広
足
の
手

に
な
る
も
の
が
概
ね
で
あ
る
が
、
他
筆
と
思
し
き
も
の
も
垣
間
見
ら
れ
る
。
墨
筆

は
広
足
、
大
平
、
各
々
の
手
に
な
る
。
本
草
稿
は
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
・

長
歌
の
部
立
か
ら
な
り
、
計
八
九
首
が
収
載
さ
れ
る
。

　
初
丁
嬉
嬉
に
「
今
日
飛
脚
立
候
皇
朝
の
内
永
章
よ
り
し
ら
せ
来
り
俄
に
潮
位
候

問
書
損
多
く
□
□
□
（
虫
損
）
置
□
□
（
虫
魚
）
□
□
□
□
□
□
□
（
朱
線
で
抹

消
）
俄
な
る
こ
と
故
旅
中
在
合
の
鹿
紙
に
相
認
候
段
御
免
可
被
下
候
」
と
広
足
の

朱
書
入
れ
が
あ
り
、
編
上
、
傍
に
大
平
の
縷
言
・
添
削
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
懸
章
を
介
し
て
大
平
の
も
と
に
送
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、

諏
訪
神
社
所
蔵
の
広
足
『
文
業
』
（
文
政
十
二
年
成
立
　
一
冊
）
末
葉
三
九
丁
裏
に

は
「
文
政
十
二
年
十
一
月
七
日
の
夜
ま
で
に
時
々
と
り
出
て
見
終
り
ぬ
」
と
大
平

の
書
入
れ
が
あ
り
、
広
足
は
文
政
十
二
年
頃
大
平
に
難
文
の
添
削
を
請
う
て
い
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
本
歌
稿
も
ま
た
、
同
年
頃
大
平
に
呈
し
た
稿
本

の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
難
中
正
行
「
長
崎
の
国
学
　
　
中
島
広
足
を
中
心
に
　
　
」
を
始
め
と
す
る
種

々
の
先
行
研
究
は
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
長
崎
来
訪
以
後
、
広
足
の
歌
風

が
変
容
し
た
か
否
か
を
検
討
し
て
き
た
が
、
長
崎
時
代
の
歌
風
を
検
討
す
る
手
が

か
り
と
な
る
大
平
の
書
入
れ
が
、
本
書
十
丁
裏
に
次
の
よ
う
に
施
さ
れ
て
い
る
。
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恋
の
歌
を
か
や
う
に
よ
む
こ
と
は
、
古
今
以
後
、
新
古
今
ま
で
に
は
な
き
こ

と
也
。
契
沖
・
長
流
の
風
体
に
も
あ
ら
ず
、
後
柏
原
・
迫
遙
院
殿
の
風
調
に

も
あ
ら
ず
、
寛
政
・
文
政
の
風
に
も
わ
れ
い
ま
だ
き
か
ず
、
こ
た
び
は
じ
め

て
也
。
狂
歌
の
糟
粕
と
云
に
て
も
な
し
。
ま
つ
、
題
が
清
国
の
詩
な
ど
に
云

さ
ま
也
。
さ
て
　
　
、
め
づ
ら
し
き
こ
と
を
も
見
聞
く
も
の
か
な
。

同
書
入
れ
は
「
夢
中
握
見
手
と
い
ふ
こ
と
を
」
と
題
し
た
「
た
つ
さ
は
り
の
ぼ
る

と
織
し
は
っ
く
ば
ね
の
か
ゴ
ひ
か
ひ
な
き
ゆ
め
ち
な
り
け
り
」
の
歌
に
加
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
大
平
は
同
歌
を
古
歌
の
風
調
に
な
い
も
の
、
い
わ
ば
新
風
と
評

し
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

　
一
方
、
巻
末
の
「
詠
紅
毛
舶
入
貢
歌
一
首
井
短
歌
」
は
「
此
貢
物
長
歌
は
よ
く

と
』
の
ひ
そ
な
は
り
て
こ
と
に
実
を
懸
詞
も
お
も
し
ろ
く
、
感
賞
か
ぎ
り
な
く
候
早

々
御
清
書
御
贈
り
可
被
下
灘
」
と
大
平
の
絶
賛
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
広
足
『
橿

園
長
歌
集
』
（
天
保
十
一
年
欝
欝
一
冊
）
に
収
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
第
二
繋
目
「
雪

消
し
と
ほ
や
ま
㌻
ゆ
の
あ
さ
み
ど
り
日
を
へ
て
ふ
か
く
か
す
む
春
か
な
」
を
始
め

と
す
る
短
歌
数
十
首
が
広
足
『
橿
園
集
』
（
天
保
十
年
刊
三
巻
三
冊
）
に
収
載
さ

れ
て
い
る
。

貢
鞠
評
．

轟露
＿黛

蓑
低
琴
郵
㌦
譜
瓢
ソ
ダ
写
テ
馨
篇

落
穆
藷
撃
謬
潔
郷
轡
蓼
、
脅
鴛
夢

疹　
　
’
難

燃
　梱β

鞍
　藷
　警

轟薯

ぞ
　
轟
　
ζ

ち
勧影

…．

　
　
　
　
・
…
一
’

腰
濫
纂
灘
．
矯
聾
多

蕊
禽
珍
ざ
呼
等
享
㎞

績
諺
い
‘
堕

・
㌘
毒
多紀

墜
壕
　
牽
．

蝿
等
雷
シ

・
墨
縄
鑑
　
　
　
・

愛
亀
整
禽

凶
手
義
ざ
壽
齢
＾
、
，

ヂ
象
ア
、
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
纂

－
露
｛
華
葺
憲
為

　
　
　
　
　
　
　
、

ξ
鰐
赫

．
蠣
馬
弓
、

．
艶
藷
、
・
廿
μ
一
＼

・
登
、

●
鳳
一
．
ゾ

球
．
．
．

癒
鴛
｛
の
〆

汽
－
．
、
メ
筆
－
戦
，
，
、
．
、
ノ

　
　
　
凱
．

～
参
5
き
み
重
み
誌
つ
．
漣
．
許

．
’
く
：
｝
・
～

　
　
二
3

溝
O
鴫
の
一
ぜ
さ
緊
ぐ
．
9
．
幹
ズ
，
黛
払
晒
．
あ
彰

　
　
㌔・

擾
き
雫
急
夢
建
薬
量
峯
譲
§
三
瀬
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
や
も
　
ノ
　

　
　
　
　
　
馬
　
　
　
鱒
　
　
　
　
　
　
　
…
ヂ
’
箪
憶
筆
．
・
．
蕪
欄
鞠

　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
討
　
轟

　
　
　
　
ム
　
　
亀
　
　
　
　
　
　
露
ヴ

≠
》
・
£
一
み
い
郷
ッ
マ
牽
海
．
凝
濠
一
、

姦
　
，
窃
．
く
、
卜
い
夢
ぴ
・
之
．
衆
驚
総
，
峨
噂
．
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筆
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

、
9
夢
ヤ
，
嘱
嬬
↓
墾
ズ
書
割
馳

・
蜜
、
－
す
》
瀞
鷺
簿
澄
嘱
諺
滞
捧
鱗
綴
、

謹
鞭
藁
師
悪
罵
瓢
轍

水
蜜
醐
4
忠
霊
ブ
す
へ
ゆ
譲
と
ジ
珍
ヵ
、
薯
？
．
貯
丼

鋒
－
マ
人
’
彗
、
爵
，
ユ
ミ
嚢
、
罐
陶
、
送
達
ス
さ
畠
飴
、

謡
吻
，
　
惹
・
つ
，
，
く
為
靴
～
、
舖
4
一
魂
冬
歴
姦
．
．
融
、

ら
・
ゑ
鱗
、
禽
餐
ぐ
茎
5
欝
ヴ
潟

　
　
　
　
　
け
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

ー
，
μ
汽
毒
，
骸
．
熱
熱
準
縄
臓
、
謬
る
ズ
孜
．
蒸
熱
鑓
∵
熱
熱

藁
葺
ヴ
臆
、
俺
，
輩
君
総
総
繋
累
｝
・
3
一
嚢
網
嘗

タ
ち
エ
　
　
　
み

ぼ
一
難
　
蟻
ダ
，
、
の
～
、
重
一
η
々
ギ
参
舩
z
ダ
，
働
4
一
響
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
キ
ち

天
銘
令
蕪
蒸
奪
解
｝
ミ
桑
藩
　
そ
脅
、
蓼
急
．
轡

一
ゑ
紛
、
マ
幸
夕
箆
諒
、
隷
D
一
，
、
鞍
懸
ら
㌔
、
勘
の
蕪
蒸
≒
，
，
㌢
、
い
・

謬
．
攣
ゑ
謝
・
躍
．
乳
麟
、
，
羨
、
羅
綾
喫
・
、
”
ず
溺
偽
で
2
屋
ご
髪
癖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ノ
ガ
ゐ
リ
ロ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
も
も
わ
　
ロ
ち

つ
み
毎
や
綴
、
壱
欝
．
濃
蟹
つ
・
ス
鷲
を
塗
湊
．
義
墨
：

●・・●・●P●●・
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草
稿
　
一
三
ー
九
一
－
二
　
　
（
所
蔵
者
整
理
名
－
広
足
草
稿
）

文
詞
　
一
三
ー
九
一
－
三
　
　
（
所
蔵
者
整
理
名
－
広
足
文
詞
）

　
広
足
自
筆
歌
稿
。
文
政
十
二
年
頃
成
立
か
。
大
本
（
縦
二
六
・
九
×
横
一
九
・

二
曹
）
一
冊
。
墨
付
九
丁
。
表
紙
は
後
補
の
白
色
厚
紙
。
表
紙
左
肩
に
「
広
足
草

稿
」
と
打
付
け
書
。
元
表
紙
中
央
に
「
草
稿
　
上
」
と
広
足
の
手
に
な
る
墨
書
。

二
丁
表
右
下
に
「
広
足
上
」
と
墨
書
。
装
丁
は
袋
綴
。
朱
・
墨
筆
で
種
々
の
書

入
れ
が
あ
る
。
朱
筆
は
広
足
、
墨
筆
は
広
足
・
本
居
大
平
双
方
の
手
に
な
る
。
短

歌
、
長
歌
計
六
八
首
が
収
載
さ
れ
る
。
本
書
も
ま
た
前
掲
〔
広
足
歌
稿
〕
と
同
じ

く
、
文
政
十
二
年
頃
、
大
平
に
添
削
を
請
う
た
歌
稿
の
一
つ
と
思
し
い
。

な
お
、
巻
頭
歌
「
も
え
わ
た
る
小
草
の
み
ど
り
は
る
ぐ
と
か
す
め
る
野
べ
に

駒
あ
さ
る
な
り
」
を
始
め
と
し
て
、
本
書
収
載
歌
の
一
部
は
『
橿
園
集
』
の
草
稿

に
あ
た
り
、
ま
た
「
詠
豊
後
国
二
浜
之
小
石
歌
一
首
井
短
歌
」
他
長
歌
数
首
も
若

干
の
推
敲
を
経
て
『
橿
園
長
歌
集
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

“

タ
　
雰
罐
憐
抵
v
爾
タ
礁
《
｝
簿
融
≠
・
鱗
、
識
毒
魔

ミ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

認
，
循
び
訟
ψ
蝉
の
撫
ぜ
．
簿
融
つ
、
秘
漣
瞭
6
　
慕
ス
憂
総
論

ツ
ツ
f
べ
の
秘
掛
雛
　
み
鴇
O
…
認
謡
鞭
嚥
α
，
う
諏
ち
め
戴
《
履
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

み
舞
い
ゲ
の
η
ム
⑦
で
～
域
｝
欝
欝
ズ
ゆ
．
聯
瞥
製
フ
泌
滅
㈱
蕪
蒸
9
、
、
も
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
ジ

と
φ
～
劔
ど
、
、
3
わ
3
．
鎗
あ
一
｛
あ
乃
両
、
ノ
総
藻
黙
黙
飴
♂

繋
ぐ
難
戦
凝
ラ
〆
9
、
ダ
λ
“
灘
ξ
．
離
離
ヅ
銑
．
蒜
噺
蓼
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
ぎ
・
；
想
う
蜜
．
弱
、
準
・
濡
～
雛
祭
奪
触
欝
欝
．
〆
ビ
対
疹
擬
渉
．
糟
鞭
匝
｝
￥
　
　
・

訟
笠
9
～
拳
3
気
み
く
葛
“
癒
M
煽
．
嘱
欝
欝
窯
『
ぽ
藤
織

な
メ
ρ
難
論
一
こ
・
乱
離
く
耀
う
？
毒
λ
え
ρ
～
ぜ
繕
う
嫡
　
．

隔
離
メ
薩
9
試
瞥
肖
曇
り
壊
姦
9
ろ
、
捜
’
憲
呪
、
や
・
敏
タ
ハ
唆
・
伽

　
　
亀
為

　
広
足
自
筆
稿
本
。
文
政
十
二
年
頃
成
立
か
。
大
本
（
縦
二
四
・
四
×
横
一
七
・

一
曹
）
一
冊
。
墨
付
四
丁
。
表
紙
は
後
補
の
白
色
厚
紙
。
表
紙
左
肩
に
「
広
足
文

詞
」
と
直
に
墨
書
。
内
題
は
広
足
の
手
で
「
文
詞
」
と
墨
書
。
さ
ら
に
、
内
題
右

下
に
「
広
足
上
」
と
墨
書
。
装
丁
は
袋
綴
。
朱
・
墨
筆
で
種
々
の
書
入
れ
が
あ

る
。
朱
筆
は
広
足
の
手
に
な
る
推
敲
、
ま
た
本
居
大
平
へ
の
質
疑
で
あ
り
、
墨
筆

は
大
平
の
手
に
な
る
批
言
、
質
疑
へ
の
返
答
。
本
草
稿
も
ま
た
文
政
十
二
年
頃
の

成
立
か
。
「
閑
中
春
雨
」
「
早
苗
」
「
初
雁
を
き
く
」
、
以
上
三
編
の
和
文
を
所
収
。

末
葉
四
丁
裏
に
は
「
早
苗
初
雁
二
章
は
清
書
申
也
お
く
り
給
へ
　
大
平
」
の
墨
書

が
見
ら
れ
る
。

　
右
の
書
入
れ
の
ご
と
く
大
平
の
一
定
の
評
価
を
得
た
本
草
稿
は
、
近
藤
光
輔
宛

本
居
大
平
書
簡
の
「
此
節
は
じ
め
て
ひ
ろ
た
り
子
の
文
章
見
申
候
さ
て
　
　
よ
く

か
㌻
れ
候
事
感
心
い
た
し
候
だ
ん
　
　
後
世
は
英
才
の
人
出
く
る
事
に
御
座
候
」

の
文
言
と
と
も
に
、
板
本
『
橿
園
文
集
』
に
収
載
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
”
●

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
の
　
マ
　
ち

　
　
鰍
肇
艇
8
岬
亨
勢
．
轟
掛
渡
k
諏
’
謬
．
、
｝
　
　
　
　
　
う

ハ
廊
．
竜
～
噛
φ
乞
か
冠
ざ
乱
曝
叢
／
態
か
縄
あ
！
拶
誇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

る
　
　
頑
難
儀
φ
縫
い
藁
、
5
卦
？
轡
～
一
　
　
　
諺
・
萬
一
邊
　
　
議
彫

　
　
　
ひ
　
　
ー
ノ
7
雌
鶏
．
㍉
諺

V

、

㌧

　　・酔’
査勘＾！曾’
・：、ひ．・．・　．・冊．．

：・く’・・．・・、冨．．

`　・　．　　　●
E　．9　～　’㌔・

ｭ・べ

　：｝　・、

姦・

ノ

蔀

　♪・’

、を

》　・

：ψ
　タ
　ニ

く鱒亀

㌦

黒
　　A・2ヤ

繊～

」
凝望く：

　～

憎

ノ

卿

岬
墾

，、㌔
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橿
園
随
筆
　
一
興
ー
九
一
－
四
（
所
蔵
者
整
理
名
－
橿
園
随
筆
稿
本
）

〔
十
五
番
歌
合
〕
　
渡
辺
文
庫
へ
一
ニ
ー
四
五
（
所
蔵
者
整
理
名
－
歌
合
）

　
広
足
自
筆
稿
本
。
近
世
末
期
成
立
。
大
本
（
縦
二
六
・
八
×
横
一
九
・
喜
泣
）

一
冊
。
墨
付
八
丁
。
後
補
の
白
色
厚
紙
表
紙
左
肩
に
「
薬
園
随
筆
稿
本
」
と
直
に

墨
書
。
内
題
は
広
足
の
手
で
「
習
事
随
筆
　
上
巻
」
と
墨
書
。
装
丁
は
袋
綴
。
広

足
筆
の
朱
・
墨
書
入
れ
が
見
ら
れ
る
。
「
水
制
鳥
」
「
百
千
鳥
」
「
喚
子
鳥
」
「
稲

負
鳥
」
に
つ
い
て
、
考
証
を
加
え
た
も
の
。
四
丁
表
欄
上
に
は
「
子
九
月
十
一
日

上
巻
初
よ
り
四
丁
板
下
書
て
送
る
」
と
朱
書
入
れ
が
あ
り
、
板
本
『
橿
園
随
筆
』

（
嘉
永
七
年
刊
二
巻
二
冊
）
成
立
の
過
程
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

　
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
十
一
月
、
若
年
の
広
足
は
『
古
今
集
三
鳥
三
木
弁

草
稿
』
（
国
会
図
書
館
蔵
写
本
一
冊
）
を
著
し
て
、
堂
上
歌
学
の
秘
事
と
さ
れ
る

三
木
三
鳥
の
伝
授
を
批
判
し
て
お
り
、
本
草
稿
は
同
書
を
も
と
に
晩
年
の
頃
認
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
心
．
篤
．
㌔
　
　
　
鍛
多
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諾

　
　
　
　
ゴ
　
　
　
ぎ
の
　
ぜ
を
ロ
　
　
お
ち
　
　
な
ぞ

軌
ぞ
ぐ
●
奪
の
身
終
滋
弘
響
多
謝
叢
骸
露
量
難
落
奪
秘
　
　
の
寸
々
鋤

　
　
　
　
ぜ，

．
奪
、
瞬
一
編
一
癖
驚
三
塁
㍊
罫
議

　
　
　
　
　
の
蝿
鶴
義
鰯
筆
記
ぶ
赫
蜜
軸
奮
糞
’
晦
ム
書
高
㌢
6
ハ

　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ノ
ハ
ヨ

　
　
　
　
　
驚
葬
白
雪
マ
諺
嚢
遜
蔓
を
い
装
い
“
、
　
｝
ネ
　
6

・
考
圏
・
蔑
綴
鴎
崇
夢
歩
零
蜘
瓢
華
華
醸
斎
》
り
導
線
竃
穀
w
ハ
～
東
・

　
．
2
、
均
丸
．
鎗
碧
灘
・
逸
書
駕
墾
で
、
ソ
い
る
重
壁
雪
避
義
　
　
拶
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
き
こ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
－
－
…
…
　
5
顎
移
蓬
躍
影
を
㌦
4
も
ゑ
岬
許
夢
ム
澱
軌
・
蔚
ぺ
白
綾
ぬ
芸
へ
縛
㌦

範
ギ
一
望
妻
事
気
嚢
綾
唱
法
艦
誓
ち
〆
ゴ
議
鑑
　
踵
桑
　
…
…
…
…
躍

－
画
阿
・
　
グ
　
　
　
な
拳
妻
ぜ
艶
㌦
罐
ノ
み
蓼
寮
懇
轍
や
で
窮
噸
響
う
．
　
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
薄
乳
考
奴
霧
？
ぬ
お
轡
乱
論
が
夢
諮
身
驚
費
偲
亀
穿
慮
峰
編

駿
・
“
・
“
・
・
●
・
．
：

　
広
足
自
筆
本
。
近
世
末
期
成
立
。
大
本
（
縦
二
六
・
○
×
横
一
九
・
四
百
）
一

冊
。
墨
付
十
五
丁
半
。
表
紙
は
追
補
の
白
色
唐
草
紋
様
。
表
紙
左
肩
題
簸
に
「
歌

合
」
と
墨
書
。
扉
左
肩
に
「
判
者
　
広
足
」
と
墨
書
。
装
丁
は
袋
綴
。
拙
誠
、
書

聖
に
よ
る
歌
合
十
五
番
に
広
足
が
判
取
を
書
き
加
え
た
も
の
。
拙
誠
は
安
政
頃
、

肥
前
島
原
楽
士
寺
の
住
職
を
務
め
る
傍
ら
、
広
足
に
落
文
の
教
え
を
請
う
た
人
物

で
あ
る
。
燈
籠
に
関
し
て
は
未
詳
。

〔
樺
島
重
量
記
〕
　
三
宅
文
庫
一
二
ニ
ー
五
七

　
広
足
著
、
青
木
永
々
筆
。
近
世
後
期
写
。
大
本
（
縦
二
六
・
七
×
横
一
九
・
○

糎
）
二
巻
一
冊
。
墨
付
二
五
丁
。
表
紙
は
後
補
の
白
色
厚
紙
。
表
紙
左
肩
事
事
に

「
椛
藤
浪
風
記
　
中
島
広
足
著
／
青
木
永
漢
書
」
と
墨
書
。
一
丁
表
に
「
椛
島
難

風
記
」
と
朱
書
入
れ
。
装
丁
は
袋
綴
。
奥
書
は
上
巻
「
文
政
十
一
年
八
月
　
中
島

広
足
」
、
下
巻
「
文
政
十
一
年
九
月
」
。
欄
上
、
傍
ら
に
本
文
同
筆
の
朱
・
墨
書
入

れ
が
施
さ
れ
る
。

　
本
書
は
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
八
月
、
長
崎
か
ら
故
郷
熊
本
へ
帰
帆
す

る
道
す
が
ら
台
風
に
遭
い
漂
流
し
た
模
様
を
描
い
た
上
巻
、
台
風
後
の
長
崎
の
様

子
を
主
と
し
て
書
き
綴
っ
た
下
巻
か
ら
な
る
。

　
な
お
、
広
足
稿
本
の
転
写
本
が
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
本
居
文
庫
に
蔵
さ
れ

て
い
る
が
、
同
書
は
本
居
大
平
筆
写
、
手
沢
本
と
目
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
前
掲

〔
広
足
歌
稿
〕
と
同
じ
く
、
欝
欝
を
介
し
て
届
け
ら
れ
た
稿
本
を
筆
写
し
た
も
の

か
。
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花
の
し
た
ぶ
し
　
三
宅
文
庫
一
二
ニ
ー
七
七

　
　
　
　
　
　
　
あ
き
さ
と

　
広
足
著
、
坂
本
秋
霧
筆
。
近
世
末
期
写
。
大
本
（
縦
二
五
・
三
×
横
一
八
・
三

糎
）
一
冊
。
墨
付
十
四
丁
。
後
補
の
白
色
厚
紙
表
紙
中
央
に
「
橿
懲
懲
／
花
の
し

た
ぶ
し
」
と
直
に
墨
書
。
元
表
紙
中
央
に
「
橿
園
翁
／
花
の
し
た
ぶ
し
」
と
欝
欝

の
手
に
な
る
墨
書
。
装
丁
は
袋
綴
。
「
安
政
二
年
二
月
橿
園
」
の
奥
書
。
元
表
紙

と
一
丁
表
に
「
坂
本
／
蔵
書
」
（
朱
総
長
総
懸
縦
三
・
七
×
横
二
・
六
糎
）
の
印

が
あ
り
、
広
足
門
人
の
坂
本
秋
郷
旧
蔵
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
そ
の
冒
頭
に

謙
譲
の
高
来
郡
島
原
な
る
北
串
山
村
の
村
長
松
藤
成
保
は
、
は
や
く
よ
り
お

の
れ
に
し
た
が
ひ
て
、
ふ
る
ご
と
ま
な
び
す
な
る
を
、
其
家
よ
り
谷
ひ
と
つ

へ
だ
て
㌻
、
南
に
憾
む
か
へ
る
山
を
赤
嶺
と
い
へ
り
。
其
一
山
さ
く
ら
の
み

生
だ
て
る
は
、
こ
と
さ
ら
に
う
ゑ
お
ほ
し
た
る
に
も
あ
ら
ず
　
（
中
略
）
さ
□

（
虫
損
）
は
、
秋
の
こ
ろ
な
ど
、
二
た
び
、
三
た
び
と
ひ
ゆ
き
て
、
温
泉
山

に
も
う
ち
つ
れ
の
ぼ
り
し
事
な
ど
は
あ
り
し
か
ど
、
あ
や
に
く
に
此
花
見
に

と
は
い
ま
だ
も
の
せ
ざ
り
し
か
ば
、
つ
ね
に
う
ら
み
お
こ
す
め
る
も
こ
と
わ

り
に
て
、
こ
と
し
は
し
ひ
て
お
も
ひ
た
ち
ぬ
。

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
門
人
の
松
藤
成
保
に
招
か
れ
て
現
在
の
長
崎
県
雲
仙
市
小

浜
町
へ
と
花
見
に
出
か
け
た
折
の
紀
行
で
あ
る
。

　
本
書
と
同
名
の
広
足
『
花
の
し
た
ぶ
し
』
（
安
政
四
年
序
詩
五
冊
）
が
国
会
図

書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
同
書
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
京
都
の
嵐
山
、

奈
良
の
吉
野
へ
花
見
に
出
か
け
た
折
の
著
述
で
あ
り
、
本
書
と
は
異
な
る
。

まぎニ　ニ　　　　　のニ　　　　　　　ニノ　　

@　　　　・．●’。．

　　　壊・響勢’纈糟海：蝋領
　．〆●㌔＾、＾●悼凸く冴珈響

・㍉ｷ／’
　，舜●㍉、

ぜ　　．
．♂弧ゐノ」’

D

～・魑、認

鍵講療●プ頻
ボ●

Ciげ

　　1｛

　　’1
　　鳩．》♂

　　、｛，

　護るゐくロぶひさ　コ

も溺

滅
　欝
　＊雪

　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ウ

　
　
ヘ
キ
ち
し
ロ
き
サ
　
　
　
　
　
　
　
ま
ヂ
ま
タ
き
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ

　
　
ヂ
リ
ゐ
　
コ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ギ
ギ
ヂ

鹸
義
　
毫
海
霧
醗
酵
嚇
認

　
　
　
塙
．
“
、
’
．
o
惣
繕
擁
y
凝
叡
ノ
隔
の
、
戯
、
二
野
5
リ
ハ
．
マ
、
～
？
　
　

罫
畿
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
碧
¢
漣
を
津
　
謬
　
妬
づ
ひ
、
／
つ
る
ぎ
画
，
一
諺
や
丸
身
ひ
・
下
妻
鋤

オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
セ
薯
ゆ
弱
魂
ξ
跨
う
場
望
ア
の
凸
ノ
7
・
の
み
・
　
　
、
疑
髭
、
竃
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
，
｝
ゑ
虚
等
玉
琶
罪
一
る
夢
メ
μ
憾
鼠
簗
配
湯
’
艇
う
3
筆
む
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
，
吻
く
ビ
，
ゆ
｝
望
餐
裟
儀
一
舞
翌
い
み
一
く
い
ひ
多
、
一
　
…
砂
鳳
㌃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ミ

　
の
汐
ハ
匁
儀
軋
θ
霧
黛
ザ
！
苓
　
遂
　
姦
満
一
　
一
触
．
霊
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餅

一
嚢
鞭
〉
マ
」
綬
か
事
～
墨
レ
吟
ぐ
、
芭
，
ゼ
♪
3
ぞ
窯
低
　
一

蚤｝
島♂

裂

考

ノ

9が
飯，

　
　
　
　
　
　
　
な
　
ギ
も
ゑ

評
、
掛
4
　
遮
桜
　
に
移
竃

ち
瓢
ワ
2
ろ
マ
野
写
ハ
ロ
　
壌

　
　
　
　
　
　
　
　
≧

　
　
：
導
ノ
．
κ
・

あ壷

．種ッ1
　コ　　　　　　も

鼎苓1
轟薦
　●4●　　　，醒

　
　
、
る
諺
警
樋

あ
毒
翫
摩
轟
一
毎
な

鶴
漁
ひ
～
誉
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，
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潔
勢
9
り
ー
イ
～
，
《

橿
玉
案
七
十
賀
之
歌
　
古
賀
文
庫
シ
一
儲
ー
七
二

　
近
世
末
期
写
。
大
本
（
縦
二
六
・
九
×
横
一
九
・
七
糎
）
一
冊
。
表
紙
は
後
補

の
白
色
厚
紙
。
表
紙
中
央
題
籏
に
「
橿
暗
躍
七
十
賀
之
歌
」
と
墨
書
。
元
表
紙
中

央
に
同
じ
く
「
橿
園
翁
七
十
賀
之
歌
」
と
題
す
。
墨
付
十
一
丁
。
装
丁
は
袋
綴
。

短
歌
七
三
首
、
長
歌
三
首
を
収
載
。
学
統
の
養
子
で
あ
る
中
島
広
行
を
始
め
と
し

て
、
門
人
、
知
友
が
広
足
の
七
十
の
賀
を
言
祝
い
だ
も
の
。
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田
翁
書
簡
　
古
賀
文
庫
シ
一
七
－
三
三
（
所
蔵
者
整
理
名
－
書
簡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
を
さ

　
近
世
末
期
写
。
唐
坊
長
秋
宛
田
翁
書
簡
（
切
継
紙
一
枚
縦
一
六
・
二
×
横
六

七
・
六
糎
）
、
田
翁
書
簡
（
切
紙
一
枚
縦
一
五
・
八
×
横
一
七
・
八
糎
）
、
広
足

著
述
書
目
（
切
継
紙
一
枚
縦
一
五
・
八
×
横
五
七
・
四
糎
）
の
三
盆
。
「
対
馬
国

府
／
唐
坊
長
秋
様
　
肥
前
長
崎
／
中
島
田
翁
」
と
宛
名
書
き
し
た
封
筒
（
縦
一
八

・
五
×
横
四
・
六
糎
）
あ
り
。
「
田
翁
」
は
広
足
の
号
。

　
本
書
簡
は
長
崎
の
郷
土
史
研
究
家
、
古
賀
十
二
郎
の
旧
蔵
で
あ
り
、
現
在
、
表

に
「
中
島
広
足
書
憤
　
安
政
三
年
十
二
月
五
日
附
／
長
崎
之
国
学
者
、
号
零
丁
、

田
翁
等
」
と
墨
書
し
た
封
筒
（
縦
二
一
・
八
×
馬
歯
・
四
糎
）
に
収
め
ら
れ
る
。

橿
園
大
人
判
　
二
十
四
番
歌
合
　
福
田
文
庫
テ
ー
ニ
ー
八
二

　
広
足
判
、
中
村
大
蔭
筆
。
近
世
末
期
写
。
大
本
（
縦
二
七
・
○
×
横
一
九
・
七

糎
）
一
冊
。
共
紙
表
紙
中
央
に
「
三
園
大
人
判
／
二
十
四
番
歌
合
　
冬
一
巻
十
三

／
春
一
巻
十
四
」
と
墨
書
。
さ
ら
に
表
紙
左
下
に
「
大
垣
写
」
と
墨
書
。
墨
付
二

四
丁
。
装
丁
は
袋
綴
。
表
紙
見
返
し
に
歌
人
名
、
勝
敗
が
記
載
さ
れ
る
。
大
蔭
、

守
善
、
幸
穂
、
足
海
に
よ
る
冬
、
春
各
々
二
十
四
番
の
歌
合
に
広
足
が
判
者
を
加

え
た
も
の
。
広
足
門
人
で
あ
る
中
村
大
蔭
の
ほ
か
は
伝
未
詳
。
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七
編
十
四
冊
。
初
編
文
政
十
一
・
二
宮
天
保
四
・
三
編
同
区
・
四
編
七
十
二
・
五
編
弘
化

二
・
六
編
嘉
永
四
・
七
編
同
罪
年
刊
。

以
下
引
用
文
に
関
し
て
は
、
私
に
句
読
点
、
濁
点
、
読
み
仮
名
を
付
し
た
。

現
在
同
母
所
蔵
の
広
足
関
連
資
料
の
概
ね
は
、
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
郷
土
急
告
蔵
で
あ

る
。岩

波
書
店
、
昭
和
五
八
年
忌

大
岡
山
書
店
、
昭
和
八
年
。

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
頃
か
ら
文
政
末
年
に
か
け
て
の
広
足
の
名
。

西
田
秋
実
が
筆
写
し
、
同
じ
く
「
文
政
二
年
閏
四
月
廿
五
日
写
干
京
師
旅
寓
　
中
島
春
臣
」

の
奥
書
を
も
つ
『
大
平
歌
論
消
息
』
（
近
世
末
期
写
　
一
冊
）
が
長
崎
図
書
館
資
料
課
に
蔵

さ
れ
る
。

国
会
図
書
館
所
蔵
、
文
政
三
年
正
月
成
立
、
写
本
一
冊
。
な
お
、
広
足
歌
論
の
変
容
に
関

し
て
は
、
拙
稿
「
広
足
と
宣
長
　
　
　
『
後
の
歌
が
た
り
』
に
見
ら
れ
る
宣
長
批
判
の
内
実

　
　
」
（
『
近
世
文
藝
』
八
一
号
、
平
成
十
七
年
一
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
日
本
文
学
論
究
』
三
四
号
、
昭
和
四
九
年
十
一
月
。

【
参
考
文
献
】
前
掲
『
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
蔵
　
善
本
・
稀
書
展
解
説
』

〔
附
記
〕

げ
ま
す
。

貴
重
な
資
料
の
掲
載
を
許
可
さ
れ
た
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
記
し
て
御
礼
申
し
上

（
き
ら
　
ふ
み
あ
き
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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